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新
生
中
央
義
士
会

令
和
三
年
五
月
三
十
日
の
理
事
会
に
お
い

て
、
同
日
付
で
中
島
康
夫
前
理
事
長
の
退
任

が
議
決
さ
れ
、
冨
岡
克
副
理
事
長
を
理
事
長

代
理
と
し
て
新
体
制
に
よ
る
新
生
中
央
義
士

会
が
始
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

中
央
義
士
会
は
、
明
治
四
十
一
年

（
１
９
０
８
）、
当
時
九
州
日
報
（
現
西
日
本
新

聞
の
前
身
）
社
長
で
衆
議
院
議
員
福
本
日
南

（
本
名　

福
本
誠
）
が
福
岡
市
崇
福
寺
（
筑
前

福
岡
城
主　

黒
田
家
菩
提
寺
）
に
約
五
百
人
を

集
め
開
催
し
た
第
一
回
義
士
会
を
起
源
と
す

る
。
こ
の
年
、
日
南
は
九
州
日
報
に
『
元
禄
快

挙
録
』
の
連
載
を
開
始
す
る
。
明
治
四
十
四
年

（
１
９
１
１
）
東
京
高
輪
泉
岳
寺
に
お
け
る
第

四
回
義
士
会
を
経
て
、大
正
五
年
（
１
９
１
６
）

十
二
月
十
四
日
、
泉
岳
寺
で
中
央
義
士
会
の
発

会
式
が
挙
行
さ
れ
、
創
立
委
員
長
の
福
本
日
南

が
初
代
幹
事
長
に
就
任
す
る
。

五
年
後
の
大
正
十
年
（
１
９
２
１
）
一
月

二
十
二
日
、
日
南
は
千
葉
県
大
多
喜
中
学
で
の

講
演
中
に
脳
溢
血
で
倒
れ
病
院
に
搬
送
さ
れ

た
後
、
千
駄
ヶ
谷
の
自
宅
で
療
養
を
続
け
て
い

た
が
、
同
年
九
月
二
日
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
る
。

行
年
六
十
五
歳
。

同
年
、
急
遽
亀
岡
豊
二
が
二
代
目
幹
事
長

に
就
任
す
る
と
、
昭
和
八
年
（
１
９
３
３
）

に
は
財
団
法
人
に
認
可
さ
れ
亀
岡
豊
二
幹
事

長
が
初
代
理
事
長
に
就
任
。
三
代
目
幹
事
長

に
は
海
軍
中
将
飯
田
久
恒
が
、
四
代
目
に

は
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
官
で
元
禄
赤
穂

事
件
研
究
の
第
一
人
者
渡
辺
世
祐
博
士
が

就
任
。
こ
の
時
期
、
史
実
の
解
明
が
飛
躍
的

に
深
耕
す
る
。
敗
戦
直
後
の
昭
和
二
十
年

（
１
９
４
５
）
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
中
央
義

士
会
も
一
度
は
解
散
さ
せ
ら
れ
た
が
、
四
年

後
の
昭
和
二
十
四
年
（
１
９
４
９
）
に
活
動

を
再
開
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

中
央
義
士
会
創
設
時
の
規
約
に
、「
本
会

は
赤
穂
義
士
の
遺
烈
を
宣
揚
し
、
名
節
を
砥

礪
す
る
を
以
て
目
的
と
す
る
」
と
あ
る
。

砥て
い
れ
い礪
と
は
研
ぎ
磨
き
務
め
励
む
こ
と
で
、

時
代
の
変
遷
を
重
ね
た
結
果
、
日
常
に
お
け

る
基
本
的
概
念
や
価
値
観
ま
で
も
が
変
節
す

る
な
か
、
今
日
ま
で
設
立
趣
意
を
矜
持
し
て

き
た
。

日
本
国
民
に
と
っ
て
精
神
的
文
化
の
支
柱

と
も
言
え
る
義
士
精
神
を
次
世
代
へ
し
っ
か

り
と
継
承
す
べ
く
、
当
会
の
原
点
で
あ
る
根

本
史
料
に
よ
る
史
実
の
研
究
を
軸
に
、
設
立

時
の
目
的
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
新
生
中
央

義
士
会
を
前
進
さ
せ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
度
、
当
会
が
以
降
も
末
永
く
繁
栄
発

展
す
る
よ
う
に
と
、
泉
岳
寺
様
か
ら
の
ご
厚

意
に
よ
り
、
義
士
の
聖
地
萬
松
山
泉
岳
寺
を

本
部
所
在
地
と
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
っ

た
。
併
せ
て
泉
岳
寺
様
か
ら
も
理
事
を
お
迎

え
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
緊
密
に
連
携
し
な

が
ら
、
今
も
国
民
に
愛
さ
れ
続
け
る
忠
臣
蔵

の
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

十
月
十
日
に
は
、
新
生
中
央
義
士
会
に
ご

賛
同
ご
参
画
い
た
だ
け
る
方
々
に
お
集
ま
り

頂
き
、「
第
一
回
忠
臣
蔵
倶
楽
部
」
を
開
催

し
た
。
午
前
中
の
泉
岳
寺
講
堂
に
お
け
る
懇

談
会
で
は
、
当
会
が
こ
れ
か
ら
歩
む
べ
き
展

望
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
頂
い
た
。

（
理
事
一
同
、
文
・
柿
崎
輝
彦
）

福 本 日 南 翁
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浅
野
内
匠
頭
墓
修
復
報
告柿

崎
輝
彦　

　

平
成
三
十
年
に
開
始
さ
れ
た
泉
岳
寺
境
内
に
あ
る
浅
野

内
匠
頭
墓
の
修
復
工
事
が
令
和
三
年
度
中
に
無
事
完
了
し

た
。

　

今
回
の
事
業
は
、
浅
野
内
匠
頭
墓
域
お
よ
び
夫
人
墓
域
の

墓
石
の
傾
き
を
直
し
損
傷
が
著
し
い
外
柵
な
ど
を
修
復
し
、

参
拝
者
の
安
全
確
保
は
も
と
よ
り
史
跡
と
し
て
整
備
し
、
後

世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
改
修
工
事
で
あ
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
に
発
行
さ
れ
た
事
業
報
告
書
（
浅

野
長
矩
墓
及
び
夫
人
墓
保
存
修
理
事
業
報
告
書　

発
行
泉

岳
寺
）
を
参
考
に
し
な
が
ら
工
事
完
成
迄
の
経
緯
と
そ
の
内

容
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

浅
野
内
匠
頭
及
び
夫
人
の
墓
を
は
じ
め
と
す
る
赤
穂
義

士
墓
域
内
の
墓
石
や
石
塔
は
、
複
数
箇
所
で
経
年
劣
化
が
進

み
、
平
成
八
年
か
ら
同
十
一
年
に
か
け
て
修
復
工
事
が
施
さ

れ
た
。
こ
の
と
き
の
事
業
は
、
討
入
り
三
百
年
祭
に
合
わ
せ

た
五
ヶ
年
計
画
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。

　

そ
の
後
、
東
日
本
大
震
災
で
墓
石
が
大
き
く
揺
ら
い
だ
こ

と
も
あ
り
、
今
回
の
保
存
修
理
は
以
前
の
よ
う
な
応
急
処
置

的
な
修
復
で
は
な
く
、
文
化
庁
を
は
じ
め
と
し
た
各
分
野
の

専
門
家
か
ら
な
る
保
存
修
理
委
員
会
を
組
織
し
、
専
門
家
ら

の
指
導
を
受
け
て
実
施
さ
れ
、
浅
野
内
匠
頭
並
び
に
夫
人
墓

の
墓
石
を
完
全
に
取
り
除
い
て
行
わ
れ
た
本
格
的
な
改
修

工
事
と
な
っ
た
。

　

事
前
調
査
で
、
墓
石
に
つ
い
て
は
Ｘ
線
回
析
等
に
よ
る
科

学
的
技
法
を
用
い
て
石
質
を
分
析
し
、
墓
域
内
は
精
密
測
量

に
よ
る
高
低
差
や
墓
石
の
ズ
レ
や
傾
き
な
ど
を
詳
細
に
測

定
し
、
併
せ
て
地
盤
や
地
質
に
つ
い
て
も
調
査
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
内
匠
頭
の
墓
石
は
右
側
お
よ
び
後
方
に
向
か

っ
て
傾
き
、
随
所
に
亀
裂
や
剥
離
な
ど
の
損
傷
が
確
認
さ
れ

た
。
一
方
の
夫
人
墓
の
傾
き
は
さ
ら
に
顕
著
で
、
左
側
お
よ

び
手
前
に
向
か
っ
て
傾
き
、
正
面
の
剥
離
は
広
範
囲
に
わ
た

り
、
以
前
か
ら
月
命
日
と
戒
名
の
一
部
が
欠
損
（
そ
の
ま
ま

に
）
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

　

墓
石
は
一
度
解
体
し
た
後
に
地
盤
改
良
を
施
し
、
改
め
て

も
と
の
敷
石
か
ら
据
え
直
し
、
再
度
墓
石
を
基
壇
か
ら
垂
直

に
組
み
直
し
た
。

　

と
り
わ
け
劣
化
が
進
ん
だ
外
柵
門
扉
は
金
属
部
材
を
使

っ
て
補
強
し
、
損
傷
が
激
し
い
箇
所
に
つ
い
て
は
新
し
い
石

材
と
入
れ
替
え
原
状
復
帰
し
た
。
因
み
に
今
回
修
復
に
代
替

し
た
石
は
、
古
く
か
ら
皇
室
や
徳
川
家
の
墓
石
に
も
使
用
さ

れ
て
き
た
神
奈
川
県
真
鶴
産
小
松
石
（
安
山
岩
）
で
あ
る
。

　

何
と
言
っ
て
も
気
に
な
る
の
が
埋
葬
品
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
今
回
は
発
掘
調
査
が
目
的
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
史
跡

の
修
復
で
あ
り
、
調
査
過
程
に
お
い
て
墓
域
内
か
ら
は
複
数

の
遺
物
が
出
土
し
た
も
の
の
、
調
査
過
程
で
全
て
埋
葬
後
に

混
入
さ
れ
た
も
の
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

余
談
で
は
あ
る
が
、
浅
野
長
矩
傳
（
原
題　

冷
光
君
御
傳

記
）
に
よ
れ
ば
、
内
匠
頭
埋
葬
時
の
棺
の
中
に
は
、
喧
嘩

の
節
の
御
小
さ
刀
、
御
鼻
紙
、
御
足
袋
、
御
扇
子
等
を
入

れ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
の
名
場
面
「
由

良
之
助　

此
の
九
寸
五
分
は
汝
へ
形
見
」
は
あ
く
ま
で
も
芝

居
の
な
か
で
の
出
来
事
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
報
告
は
、
泉
岳
寺
の
ご
厚
意
に
よ
っ
て
、
掲
載

し
た
も
の
で
す
。
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
、感
謝
い
た
し
ま
す
。

図 1-2　史跡範囲図
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図 4-2　浅野長矩墓　石材調査立面図（正面） 図 4-12　夫人墓　石材調査立面図（正面）

１．  修理前・竣工写真

外 柵

墓石・基壇

外 柵

墓石・基壇

（１）浅野長矩墓 （２）夫人墓

修理前写真 1　浅野長矩墓正面
修理前写真 6　夫人墓正面 1

竣工写真 1　浅野長矩墓正面

竣工写真 6　夫人墓正面 1

第73号 令和３年 12 月
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「
堀
内
伝
右
衛
門
記
念
顕
彰
碑
」

　
　

建
立
に
ま
つ
わ
る
赤
穂
義
士
と
山
鹿

平
成
堀
内
組　

頭
取　

宮
川  

政
士　

　
〈
い
き
さ
つ
〉

　

昨
年
（
令
和
二
年
）
二
月
四
日
、
例
年
通
り
の
義
士
ま
つ

り
に
あ
わ
せ
て
「
堀
内
伝
右
衛
門
記
念
顕
彰
碑
」
の
除
幕
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
十
六
年
三
月
十
四
日
、
山
鹿
支
部
と
し
て
中
央
義
士

会
に
入
会
し
て
以
来
の
大
き
な
事
業
で
あ
り
ま
し
た
。

　

遡
る
こ
と
平
成
十
三
年
秋
「
忠
臣
蔵
旗
剣
道
大
会
」
に
山

鹿
よ
り
中
学
生
が
初
参
加
、
当
時
の
北
爪
赤
穂
市
長
に
送
ら

れ
て
赤
穂
へ
と
期
待
を
胸
に
八
千
代
座
を
出
発
し
ま
し
た
。

今
年
剣
道
交
流
は
二
十
周
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

翌
年
平
成
十
四
年
二
月
四
日
、
赤
穂
市
と
山
鹿
市
は
姉
妹

都
市
と
な
り
、
以
降
、
柔
道
、
野
球
、
合
唱
団
を
通
じ
て
子

供
た
ち
の
交
流
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
姉
妹
締
結
、
青
年
会
議
所

姉
妹
Ｊ
Ｃ
締
結
と
続
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
も
こ
れ
も
、
一
人
の
人
と
の
出
会
い
が
始
ま
り
で
し

た
。
そ
れ
は
堀
内
伝
右
衛
門
ご
子
孫
、
堀
内
研
一
様
と
の
出

会
い
が
赤
穂
義
士
と
の
大
き
な
ご
縁
の
始
ま
り
と
な
り
ま

し
た
。

　

竜
田
山
の
隠
居
所
、
花
園
小
学
校
の
手
水
石
、
熊
本
だ
か

ら
こ
そ
の
お
話
を
沢
山
お
聴
き
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
赤
穂
義
士
と
山
鹿
の
大
き
な
つ
な
が
り
が
で
き

ま
し
た
。

　
〈
事　

前
〉

　

あ
る
年
の
三
月
十
四
日
、
刃
傷
の
日
の
当
日
、
泉
岳
寺
で

内
匠
頭
の
供
養
祭
と
勉
強
会
に
参
加
し
て
い
て
、
そ
の
後
岩

手
県
大
船
渡
の
後
輩
の
奥
様
が
ご
逝
去
の
為
、
一
関
へ
向
か

い
ま
し
た
。
新
幹
線
の
中
で
は
勉
強
会
で
買
っ
た
本
を
読
ん

で
お
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
田
村
右
京
大
夫
の
部
分
を
読
ん

で
い
た
と
こ
ろ
、
一
関
に
到
着
、
な
ん
と
右
京
大
夫
の
領
地

が
一
関
だ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
鳥
肌
が
立
ち
ま
し
た
。

　

翌
日
、
お
参
り
だ
け
し
て
東
京
へ
戻
り
、
夕
方
の
飛
行
機

ま
で
時
間
が
あ
る
た
め
、
歌
舞
伎
座
へ
行
く
と
、「
大
石
最

後
の
一
日
」
上
演
予
定
、
内
蔵
助
を
松
本
幸
四
郎
が
演
じ
、

堀
内
伝
右
衛
門
を
片
岡
我
當
丈
が
演
じ
ま
す
。
こ
の
時
の
片

岡
我
當
さ
ん
の
立
ち
振
舞
い
に
又
、
鳥
肌
が
立
ち
ま
し
た
。

も
し
八
千
代
座
で
や
る
時
は
絶
対
に
こ
の
人
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　
〈
準　

備
〉

　

毎
年
勉
強
会
や
催
物
に
参
加
し
て
い
く
度
に
、「
堀
内
伝

右
衛
門
」
さ
ん
の
存
在
が
段
々
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
六
十
数
年
前
、
小
学
生
の
遠
足
か
ら
始
ま
っ
て
赤
穂
義

士
遺
髪
塔
が
、
単
に
山
鹿
日
輪
寺
に
あ
る
の
で
は
な
い
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
義
士
の
お
世
話
を
、
ま
ご
こ
ろ
込
め
て
遣
り
通
し

た
堀
内
伝
右
衛
門
さ
ん
の
思
い
が
籠
っ
て
い
ま
し
た
。

　

よ
し
、
堀
内
伝
右
衛
門
さ
ん
の
像
を
つ
く
ろ
う
、
と
考
え

ま
し
た
。
こ
の
人
な
く
し
て
、
こ
こ
ま
で
赤
穂
義
士
が
語
ら

れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
困
っ
た
の
は
、
赤
穂
義
士
関
係
の
顔
は
像
と
か
本

と
か
に
あ
り
ま
す
が
、
伝
右
衛
門
さ
ん
の
顔
は
ま
ず
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
時
に
唯
一
、
浮
か
ん
だ
の
が
先
日
観
た
片
岡

我
當
さ
ん
の
伝
右
衛
門
で
し
た
。
そ
う
だ
こ
の
役
に
は
こ
の

人
し
か
い
な
い
、
と
思
っ
た
の
は
よ
い
け
れ
ど
、
ど
う
や
っ

て
お
願
い
し
た
も
の
か
、
又
々
、
困
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、
毎
年
八
千
代
座
で
坂
東
玉
三
郎
公
演
に
や
っ

て
来
る
松
竹
の
方
に
お
願
い
し
て
み
ま
し
た
。

　

そ
う
す
る
と
「
光
栄
で
す
」
と
快
諾
あ
り
、
早
く
ご
本
人

に
お
会
い
し
て
お
礼
を
と
思
い
な
が
ら
二
、三
年
が
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
い
た
だ
い
た
我
當
さ
ん
の
お
写
真
の
顔
が
ま

さ
に
堀
内
伝
右
衛
門
の
顔
で
し
た
。
な
ら
ば
、
と
像
で
は
な

く
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
し
よ
う
と
決
心
し
て
、
そ
こ
か
ら
一
気

に
計
画
が
前
に
進
み
始
め
ま
し
た
。

　

も
う
募
金
活
動
で
、
東
京
、
赤
穂
へ
と
向
か
う
乗
り
物
の

中
で
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
募

金
も
思
っ
た
以
上
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　
〈
当　

日
〉

　

ち
ょ
う
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
自
粛
が
ス
タ
ー
ト
し
た

ば
か
り
の
時
で
し
た
。
ま
だ
人
が
集
ま
る
の
も
そ
れ
ほ
ど

大
変
な
時
で
な
く
、
こ
れ
も
赤
穂
義
士
は
じ
め
多
く
の
方
々

の
思
い
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
細
川
家
十
九
代
当
主
・
細
川
護
光
様
、
伝
右

衛
門
ご
子
孫
・
堀
内
幸
雄
様
、
光
比
古
様
は
じ
め
、
東
京
・

講
談
親
睦
会
の
皆
様
、
赤
穂
の
募
金
で
お
世
話
に
な
っ
た
体

育
協
会
・
文
化
協
会
そ
の
他
各
方
面
の
方
々
、
そ
し
て
地
元

の
多
く
の
方
々
に
も
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

趣
旨
説
明
、
祝
辞
、
そ
し
て
除
幕
式
と
無
事
に
終
わ
る
こ

と
が
出
来
た
の
も
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
と
、
遺
髪
塔
に
ま

つ
わ
る
、
多
く
の
先
人
の
御
魂
の
お
見
守
り
の
お
陰
と
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　

前
夜
祭
（
八
千
代
座
講
談
会
）
と
当
日
に
、
若
林
鶴
雲
師

の
創
作
講
談
「
堀
内
伝
右
衛
門
物
語
」
外
も
皆
さ
ん
に
お
聴

き
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
〈
事　

後
〉

　

お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
へ
の
お
礼
状
の
準
備
、
東
京
歌
舞

伎
座
へ
は
我
當
様
へ
の
お
礼
に
も
伺
い
ま
し
た
。
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何
の
お
礼
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ご
本
人
様
に
も
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
き
安
心
し
ま
し
た
。

　

又
そ
の
数
か
月
後
、
遺
髪
塔
の
屋
根
瓦
が
傷
ん
で
い
る
と

の
事
で
し
た
。
百
十
年
の
途
中
で
一
度
、修
理
を
し
て
あ
り
、

早
速
修
理
の
手
配
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
折
、
伝
右
衛
門

ご
夫
妻
の
お
位
牌
も
す
で
に
消
滅
し
て
い
る
と
の
事
、
夫
婦

位
牌
、
具
足
も
整
え
、
日
輪
寺
に
安
置
し
ま
し
た
。

　

尚
、
こ
の
遺
髪
塔
を
見
出
し
た
当
時
の
八
幡
小
学
校
校

長
の
松
尾
隺
彦
さ
ん
の
次
男
・
松
尾
敬
宇
中
佐
が
幼
少
の

頃
「
赤
穂
義
士
（
忠
臣
蔵
）」
の
話
を
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
聴

い
て
涙
を
流
し
て
い
た
と
の
事
、
シ
ド
ニ
ー
湾
に
て
特
殊
潜

航
艇
で
逝
か
れ
た
五
月
三
十
一
日
の
ご
命
日
に
屋
根
瓦
の

修
理
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

又
こ
の
前
後
に
は
、
赤
穂
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
生
徒
さ

ん
方
が
熊
本
地
震
の
お
手
伝
い
に
み
え
た
時
、
山
鹿
へ
そ
し

て
日
輪
寺
へ
と
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
お
参
り
と
説
明
を

お
聞
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

又
、
義
士
討
ち
入
り
の
前
日
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ

ア
ム
「
新
日
本
風
土
記
」
で
、
赤
穂
事
件
に
ま
つ
わ
る
全
国

の
縁
の
地
の
放
送
も
あ
り
ま
し
た
。

　

山
鹿
の
日
輪
寺
、
そ
し
て
堀
内
組
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み

等
の
ご
紹
介
が
あ
り
、
全
国
ア
チ
コ
チ
の
知
人
、
友
人
か
ら

の
連
絡
を
沢
山
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
七
十
年
の
人
生
の
一
つ
ひ
と
つ
が
全
く
別
々
で

な
く
、
そ
れ
が
す
べ
て
繋
が
っ
て
い
た
ん
だ
と
い
う
こ
と
を

し
み
じ
み
と
感
じ
、
込
み
上
げ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
〈
今　

後
〉

　

来
年
（
令
和
四
年
）、
姉
妹
都
市
締
結
二
十
周
年
、
遺
髪

塔
百
十
周
年
、
討
ち
入
り
三
百
二
十
年
、
山
鹿
素
行
生
誕

四
百
年
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
し
て
五
年
後
（
令
和
八
年
）、
堀
内
伝
右
衛
門
没
後

三
百
回
忌
を
迎
え
ま
す
。

　

今
一
つ
心
残
り
は
義
士
が
細
川
邸
で
使
用
し
た
手
水
石

の
件
で
す
。
こ
れ
を
遺
髪
塔
脇
に
設
置
し
、
こ
れ
か
ら
も
末

永
く
、
赤
穂
義
士
の
こ
と
、
堀
内
伝
右
衛
門
さ
ん
の
こ
と
、

思
い
出
せ
る
様
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

堀
内
伝
右
衛
門
記
念
顕
彰
碑
の
建
立
に
あ
た
っ
て
、
中
央
義

士
の
左
記
の
方
々
よ
り
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　

中
央
義
士
会
様

　
　
　

冨
岡　

克
様

　
　
　

荻
原　

栄
様

　
　
　

石
束
邦
子
様

　
　
　

高
部
通
子
様

除幕式の様子（満重義浩さん提供）

堀内伝右衛門顕彰碑
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小
野
寺
丹
歌
碑
建
立

荻 

原　

栄　

元
禄
十
六
年
六
月
十
八
日
は
、
小
野
寺
十
内
の
妻
・
丹
が

亡
く
な
ら
れ
た
日
で
す
。
丹
は
、
十
内
が
切
腹
し
た
後
、
京

都
本
圀
寺
塔
頭
了
覚
院
に
お
い
て
四
十
五
才
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
同
じ
場
所
に
葬
ら
れ
、
今
も
そ
の

ま
ま
遺
っ
て
居
る
の
は
、
元
禄
赤
穂
事
件
関
係
者
で
は
丹
の

み
で
す
。
丹
の
墓
に
つ
い
て
は
、
中
央
義
士
会
会
報
六
十
二

号
平
成
二
十
二
年
十
二
月
発
行
に
「
小
野
寺
十
内
妻
丹
女
の

墓
地
調
査
」
と
し
て
詳
し
い
の
で
そ
ち
ら
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
当
会
で
は
、
現
地
に
お
い
て
、
平
成
二
十
二
年
に
三
百
八

回
忌
の
法
要
を
行
い
ま
し
た
が
、
以
降
は
管
理
し
て
い
る
林

昌
院
様
に
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
令
和
三
年
六
月
十
八
日
に
、
当
会
の
理
事
長
代
理

冨
岡
克
氏
が
、
丹
顕
彰
の
た
め
、
丹
墓
の
隣
に
歌
碑
を
建
立
。

そ
の
除
幕
式
と
共
に
三
百
十
九
回
忌
の
法
要
を
行
い
ま
し

た
。泉

岳
寺
か
ら
の
出
席
者
も
含
め
、
総
勢
二
十
名
が
京
都
林

昌
院
に
集
合
。
午
前
十
時
か
ら
、
林
昌
院
住
職
河
上
正
昌
導

師
に
よ
る
法
要
が
開
始
。
丹
ご
子
孫
の
能
瀬
様
に
続
い
て
参

列
者
全
員
が
焼
香
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
歩
い
て
五
分

ほ
ど
離
れ
た
丹
墓
地
に
お
い
て
、
歌
碑
の
除
幕
式
を
行
い
ま

し
た
。

歌
は
、

　
「
筆
の
あ
と
み
る
に
泪
の
し
ぐ
れ
き
て

　
　
　
　

い
ひ
か
え
す
べ
き
こ
と
の
葉
も
な
し
」

こ
の
歌
が
最
も
早
く
見
ら
れ
る
の
は
、「
堀
内
伝
右
衛
門

覚
書
」
で
す
。
堀
内
伝
右
衛
門
覚
書
は
、
大
石
内
蔵
助
ら

十
七
名
を
預
か
っ
た
細
川
家
の
家
臣
堀
内
伝
右
衛
門
が
書

き
残
し
た
も
の
で
、
生
の
義
士
の
言
動
を
記
録
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
に
、
原
惣
右
衛
門
が
小
野
寺
十
内
が
聞
い
た
ら

怒
る
だ
ろ
う
と
、
笑
い
な
が
ら
丹
の
歌
を
書
い
て
、
堀
内
伝

右
衛
門
に
渡
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

除
幕
式
で
は
、
河
上
正
昌
導
師
に
よ
る
読
経
、
続
い
て
碑

文
の
朗
詩
を
東
京
都
吟
剣
詩
舞
道
総
連
盟
理
事
長
毛
塚
静

精
様
、
祝
辞
を
能
瀬
英
和
様
、
そ
の
後
施
主
冨
岡
克
氏
の
挨

拶
が
行
わ
れ
、
午
前
中
に
終
了
し
ま
し
た
。

林昌院での法要の様子

丹墓と歌碑　正面が丹墓

小野寺丹歌碑
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午
後
か
ら
は
、
バ
ス
で
京
都
の
元
禄
赤
穂
事
件
関
係
の
史

蹟
を
巡
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
小
野
寺
一
族
の
墓
の
あ
る
西
方
寺
、
次
ぎ
に
吉

田
忠
左
衛
門
、
沢
右
衛
門
、
貝
賀
弥
左
衛
門
、
妻
お
さ
ん
の

合
同
墓
（
綿
屋
善
右
衛
門
建
立
）
と
赤
穂
義
士
の
木
像
が
あ

る
本
妙
寺
、
天
野
屋
利
兵
衛
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
、
綿
屋
善

右
衛
門
と
大
石
内
蔵
助
の
母
ク
マ
、
貝
賀
弥
左
衛
門
の
娘
お

百
の
墓
の
あ
る
聖
光
寺
へ
行
き
ま
し
た
。
最
後
に
大
石
内
蔵

助
が
江
戸
へ
出
る
前
に
滞
在
し
た
梅
林
庵
跡
を
訪
ね
ま
し

た
。
梅
林
庵
跡
地
は
、
京
都
市
内
で
も
観
光
地
の
新
京
極
に

あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
跡
地
の
石
碑
が
建
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
今
は
取
り
外
さ
れ
て
あ
り
ま
せ
ん
。
場
所
は
四
条
通
か

ら
新
京
極
へ
入
り
、
花
遊
小
路
を
右
へ
三
十
ｍ
ほ
ど
入
っ
た

左
側
に
あ
り
ま
し
た
。
斜
め
向
か
い
の
時
計
屋
の
ご
主
人
に

お
話
を
伺
う
と
、
昭
和
五
十
年
頃
ま
で
は
、
確
か
に
あ
っ
た

と
の
こ
と
。
そ
の
場
所
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
の
日
も
バ
ス
で
史
蹟
を
巡
り
ま
し
た
。

最
初
は
山
科
の
出
雲
寺
、
こ
こ
は
将
軍
綱
吉
が
、
赤
穂
義

士
の
処
分
に
つ
い
て
相
談
し
た
、
公
弁
親
王
が
入
寺
し
門
跡

寺
院
と
な
っ
た
寺
で
毘
沙
門
堂
の
名
で
有
名
で
す
。

つ
づ
い
て
瑞
光
院
、
浅
野
家
の
祈
願
寺
で
浅
野
内
匠
頭
の

供
養
塔
と
四
十
七
士
の
供
養
塔
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
三
十
七

年
に
上
京
区
か
ら
移
転
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
大
石
神
社
か

ら
近
く
の
大
石
内
蔵
助
の
旧
居
が
あ
っ
た
岩
屋
寺
へ
行
き
、

そ
こ
か
ら
京
都
市
内
に
戻
り
、
元
禄
十
五
年
七
月
二
十
八
日

に
円
山
会
議
を
行
い
討
入
り
を
決
定
し
た
、
円
山
の
重
阿
弥

跡
へ
。
寺
井
玄
渓
の
墓
の
あ
る
長
楽
寺
、
伏
見
に
飛
ん
で
、

大
石
内
蔵
助
が
遊
ん
だ
撞
木
町
へ
行
き
、
充
実
し
た
史
蹟
巡

り
で
し
た
。
こ
の
史
蹟
巡
り
に
つ
い
て
は
、
当
会
の
柿
崎
専

務
理
事
に
計
画
と
案
内
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

歌碑前で参加者一同（写真の時だけマスクを外しました）　
前列真ん中で座っているのが河上住職

河上住職の後ろが冨岡ご夫妻

梅林庵跡の碑があった場所
左側の柱の横の辺りがその位置

岩屋寺　大石内蔵助旧居跡
撞木町遊郭跡地の碑
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引
揚
げ
ル
ー
ト
を
歩
く

柿
崎
輝
彦　

浅
野
内
匠
頭
の
命
日
に
あ
た
る
三
月
十
四
日
、
中
央
義
士

会
恒
例
の
両
国
旧
吉
良
邸
跡
か
ら
高
輪
泉
岳
寺
ま
で
の
義

士
引
揚
げ
ル
ー
ト
を
辿
る
愛
好
会
を
実
施
し
た
。

当
初
は
義
士
等
が
引
揚
げ
た
旧
暦
の
十
二
月
十
五
日
（
吉

良
邸
に
討
入
っ
た
翌
日
）
に
あ
た
る
一
月
三
十
一
日
に
予
定

し
て
い
た
も
の
が
緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
に
伴
い
延
期
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
暦
に
関
す
る
豆
知
識
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
じ

つ
は
旧
暦
の
十
二
月
十
五
日
が
イ
コ
ー
ル
一
月
三
十
一
日

で
は
な
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
新
暦
で
は
四
年
に
一
度
閏

年
を
設
け
て
暦
を
調
整
し
て
い
る
が
、
旧
暦
で
は
不
規
則
に

二
年
な
い
し
三
年
に
一
度
閏う
る
う
づ
き
月
を
設
け
て
暦
を
調
整
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
閏
年
は
一
年
が
十
三
ヶ
月
と
な
る
。
こ
の

あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
閏
月
は
、
歳さ
い
ち
ゅ
う
ち

中
置
閏じ
ゅ
ん
ほ
う
法
と
い
う
調
整

法
に
よ
り
毎
回
異
な
る
月
に
出
現
し
、
閏
年
で
あ
っ
た
元

禄
十
五
年
に
は
八
月
の
次
に
閏
八
月
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

大
石
内
蔵
助
が
主
君
の
仇
討
ち
を
期
し
て
蟄
居
先
の
山
科

か
ら
京
都
梅
林
庵
に
移
っ
た
の
が
こ
の
閏
八
月
で
あ
っ
た
。

因
み
に
、
そ
の
三
年
前
（
元
禄
十
二
年
）
の
閏
年
に
は

閏
九
月
が
、
三
年
後
（
宝
永
二
年
）
の
閏
年
に
は
閏
四
月

が
設
け
ら
れ
、
暦
に
は
絶
え
ず
ズ
レ
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

同
じ
旧
暦
の
十
二
月
十
五
日
で
あ
っ
て
も
新
暦
に
置
き
換

え
る
と
元
禄
十
四
年
は
一
月
十
二
日
、
元
禄
十
六
年
で
は
一

月
二
十
一
日
に
な
っ
て
お
り
、
旧
暦
の
十
二
月
十
五
日
が
新

暦
の
一
月
三
十
一
日
で
あ
る
の
は
元
禄
十
五
年
に
限
っ
て

の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
刃
傷
事
件
の
あ
っ
た
元
禄
十
四
年
三
月
か
ら
討
入

り
の
あ
っ
た
元
禄
十
五
年
十
二
月
ま
で
を
現
在
の
暦
で
換

算
す
る
と
一
年
九
ヶ
月
と
な
る
が
、
元
禄
赤
穂
事
件
を
扱
う

場
合
に
は
、
旧
暦
の
閏
八
月
を
含
め
た
一
年
十
ヶ
月
と
す
る

の
が
一
般
的
で
あ
る
。

愛
好
会
当
日
は
、
依
然
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
下
に
あ
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
十
八
名
も
の
方
に
ご
参
加
頂
い
た
。
奇
し
く

も
、
当
日
の
集
合
場
所
で
あ
る
両
国
駅
で
は
、
隣
接
す
る
国

技
館
に
お
い
て
大
相
撲
春
場
所
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
駅
周

辺
で
は
日
頃
滅
多
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
の
な
い
丁
髷
姿

の
大
男
ら
が
行
き
交
っ
て
い
た
。

定
時
に
な
り
一
同
旧
吉
良
邸
跡
へ
と
移
動
。
現
地
で
は
、

そ
の
広
大
な
敷
地
（
二
千
五
百
五
十
坪
）
の
概
要
や
表
門
・

裏
門
な
ど
の
位
置
関
係
を
説
明
し
た
の
ち
、
討
入
り
当
夜
の

様
子
を
解
説
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
裏
門
を
出
て
直
ぐ
左
手

に
は
最
後
の
集
合
場
所
と
な
っ
た
前
原
伊
助
の
店
跡
が
あ

り
、
近
年
に
な
っ
て
敷
地
内
に
は
史
跡
案
内
板
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。

裏
門
を
出
る
と
い
よ
い
よ
引
揚
げ
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。

吉
良
邸
を
退
散
し
た
あ
と
一
行
が
追
手
を
想
定
し
態
勢
を

整
え
一
時
待
機
し
た
旧
両
国
橋
東
詰
め
（
現
両
国
橋
の
や
や

下
流
）
を
目
指
す
。
今
日
両
国
橋
東
南
端
に
は
案
内
看
板
等

は
な
い
も
の
の
大
高
源
五
の
句
と
さ
れ
る
「
日
の
恩
や
忽

ち
く
だ
く
厚
氷
」
の
碑
が
あ
る
。
こ
れ
は
下
の
句
と
さ
れ
、

上
の
句
は
宝
井
其
角
が
読
ん
だ
「
我
が
も
の
と
思
え
ば
軽
し

笠
の
雪
」
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
の
ち

の
創
作
で
あ
る
。

両
国
橋
か
ら
一
つ
目
橋
を
渡
り
、
旧
新
大
橋
跡
の
碑
を
過

ぎ
た
と
こ
ろ
か
ら
脇
道
へ
と
入
り
、
そ
の
ま
ま
旧
道
を
進
む

と
正
木
稲
荷
に
ぶ
つ
か
る
。
元
禄
当
時
は
そ
の
横
の
道
を
進

ん
だ
先
に
万
年
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
大
通
り

に
架
橋
さ
れ
て
い
る
。
万
年
橋
を
渡
っ
た
次
の
路
地
を
右
折

し
て
道
な
り
に
隅
田
川
に
沿
っ
て
永
代
橋
ま
で
進
む
の
が

本
来
の
ル
ー
ト
で
あ
る
が
、
近
頃
は
快
適
さ
を
求
め
、
万
年

橋
を
渡
っ
て
直
ぐ
テ
ラ
ス
に
下
り
、
そ
の
ま
ま
隅
田
川
沿
い

に
進
む
の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
目
指
す
永
代
橋
も
引
揚
げ
当
時
は
も
う
少
し
上
流

に
位
置
し
て
お
り
、
元
の
場
所
に
は
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。

永
代
橋
を
渡
り
旧
松
平
越
前
守
の
広
大
な
敷
地
を
迂
回

し
高
橋
か
ら
さ
ら
に
南
下
を
続
け
る
と
聖
路
加
国
際
病
院

が
見
え
て
く
る
が
、
西
側
に
隣
接
す
る
聖
路
加
国
際
大
学

辺
り
が
旧
浅
野
家
上
屋
敷
跡
（
八
千
九
百
七
十
五
坪
）
で
、

南
西
の
角
に
は
「
都
旧
跡　

浅
野
内
匠
頭
邸
跡
」
の
碑
と
説

明
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
は
文
豪
芥
川
龍
之
介
の
生
家
で
も
あ
り
、
芥
川
は
の

ち
に
お
預
け
に
な
っ
た
細
川
邸
で
の
大
石
ら
の
様
子
や
心

情
を
綴
っ
た
「
或
日
の
大
石
内
蔵
助
」
を
執
筆
し
て
い
る
。

こ
の
辺
り
が
引
揚
げ
ル
ー
ト
の
ほ
ぼ
中
間
地
点
と
な
っ

て
お
り
昼
食
休
憩
を
挟
む
。

後
半
最
初
の
訪
問
地
築
地
本
願
寺
に
は
、
引
揚
げ
途
中
に

金
子
と
共
に
自
身
の
戒
名
な
ど
を
結
び
付
け
て
投
げ
込
ん

だ
と
さ
れ
る
間
新
六
の
槍
が
寺
宝
（
非
公
開
）
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
。
境
内
に
は
新
六
の
姉
婿
中
堂
又
助
が
毛
利
家
か

ら
切
腹
直
後
の
新
六
の
亡
骸
を
貰
い
受
け
、
中
堂
家
の
墓
域

に
葬
り
墓
を
建
て
て
い
た
が
、
そ
の
後
少
な
く
と
も
二
度
の

移
設
を
経
て
、
現
在
正
門
南
側
に
あ
る
。
又
助
は
同
様
に
新

六
の
父
喜
兵
衛
と
兄
十
次
郎
の
亡
骸
も
貰
い
受
け
よ
う
と

奔
走
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
預
け
先
で
あ
る
細
川
家
と
水
野
家

に
も
掛
け
合
っ
た
が
、
屋
敷
に
到
着
し
た
頃
に
は
す
で
に
泉

岳
寺
へ
の
埋
葬
が
決
定
し
て
い
た
た
め
断
念
し
て
い
る
。

一
行
は
築
地
本
願
寺
か
ら
築
地
市
場
（
当
時
は
本
願
寺
境

内
）
を
抜
け
、
直
ぐ
の
路
地
を
西
に
入
り
南
下
し
た
。
途
中

汐
留
の
奥
平
家
上
屋
敷
門
前
で
家
臣
桜
井
惣
右
衛
門
に
誰

何
さ
れ
た
が
、
奥
田
孫
太
夫
が
経
緯
を
説
明
す
る
と
、
そ
の

ま
ま
通
過
を
許
さ
れ
て
い
る
。

新
橋
（
旧
汐
留
橋
）
辺
り
で
は
吉
田
忠
左
衛
門
と
冨
森
助

右
衛
門
が
自
訴
の
た
め
一
行
か
ら
離
れ
大
目
付
仙
石
伯
耆

守
邸
へ
向
か
っ
て
い
る
。
当
時
こ
の
辺
り
に
は
脇
坂
淡
路
守
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（
現
富
士
通
本
社
）、
松
平
陸
奥
守
（
現
日
本
テ
レ
ビ
）、
松

平
肥
後
守
の
広
大
な
大
名
屋
敷
が
続
い
て
お
り
、
現
在
道
沿

い
の
日
本
テ
レ
ビ
敷
地
内
に
は
一
行
が
門
前
を
通
過
し
た

時
の
様
子
を
記
し
た
説
明
板
が
建
っ
て
い
る
。
そ
の
前
を
通

り
旧
宇
田
川
橋
あ
た
り
か
ら
東
海
道
に
出
る
と
只
管
南
に

向
か
っ
て
直
進
を
続
け
、
金
杉
橋
を
渡
り
札
の
辻
を
過
ぎ
、

さ
ら
に
は
江
戸
急
進
派
の
一
人
で
あ
っ
た
高
田
郡
兵
衛
が

酒
を
持
参
し
現
れ
た
三
田
八
幡
神
社
を
横
目
に
高
輪
大
木

戸
跡
を
越
え
て
泉
岳
寺
に
無
事
到
着
。

そ
の
後
、
泉
岳
寺
か
ら
程
近
い
大
石
内
蔵
助
ら
十
七
人
が

お
預
け
に
な
っ
た
旧
細
川
家
下
屋
敷
（
後
に
中
屋
敷
）
を
訪

問
し
、
一
同
切
腹
の
地
に
向
か
っ
て
頭
を
垂
れ
合
掌
し
た
。

　

池
上
本
行
寺
を
訪
ね
て

柿
崎
輝
彦　

令
和
二
年
九
月
十
九
日
と
二
十
六
日
の
両
日
、
大
石
家
系

譜
『
大
石
家
系
圖
正
纂
』
を
作
成
し
た
大
石
郷
右
衛
門
良
麿

が
眠
る
池
上
本
行
寺
（
大
田
区
池
上
）
を
訪
ね
た
。
両
日
と

も
雨
模
様
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
の
べ
十
九
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

集
合
場
所
は
東
急
池
上
線
池
上
駅
。
池
上
本
行
寺
ま
で
は

徒
歩
約
十
五
分
。
正
式
名
は
長
崇
山
大
坊
本
行
寺
と
い
い
、

日
蓮
宗
大
本
山
池
上
本
門
寺
の
西
側
の
山
裾
に
隣
接
す
る

子
院
で
、
日
蓮
聖
人
入
滅
の
地
と
し
て
知
ら
れ
、
創
建
は
鎌

倉
時
代
中
期
の
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
と
由
緒
あ
る
寺
院

で
あ
る
。

本
行
寺
を
菩
提
寺
と
す
る
大
石
郷
右
衛
門
良
麿
は
元
赤

穂
浅
野
家
家
臣
大
石
無
人
良
総
の
長
男
と
し
て
寛
文
十
二

年
（
一
六
七
一
）
近
江
国
大
津
に
生
ま
れ
、
四
歳
違
い
の
弟

に
大
石
三
平
良よ
し
た
か穀
が
い
る
。

こ
の
親
子
は
義
を
好
み
、
予
て
か
ら
江
戸
在
住
の
浅
野
家

家
臣
と
親
交
が
あ
り
、
と
く
に
無
人
は
同
じ
年
の
堀
部
弥
兵

衛
と
は
昵
懇
の
間
柄
で
あ
っ
た
。
浅
野
家
改
易
後
は
江
戸
に

在
っ
て
吉
良
の
動
静
を
探
り
、
堀
部
等
に
そ
の
情
報
を
提
供

す
る
な
ど
赤
穂
浪
士
等
を
献
身
的
に
支
援
し
て
お
り
、
国
学

者
羽
倉
斎い
つ
き（
後
の
荷か
だ
の
あ
ず
ま
ま
ろ

田
春
満
）
に
依
頼
し
て
十
二
月
十
四
日

の
吉
良
上
野
介
在
宅
を
突
き
止
め
た
功
労
者
で
も
あ
る
。

元
禄
十
五
年
十
二
月
十
四
日
の
討
入
り
当
日
、
郷
右
衛

門
・
三
平
兄
弟
は
大
石
内
蔵
助
等
が
集
う
隅
田
川
右
岸
に
あ

っ
た
薬
研
堀
近
く
の
両
国
矢
ノ
倉
米
沢
町
の
堀
部
弥
兵
衛

宅
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
よ
う
す
は
『
佐
藤
條
右
衛
門

覚
書
』
に
詳
し
い
。
さ
ら
に
、
三
平
ら
は
従
兄
弟
に
あ
た
る

大
石
瀬
左
衛
門
の
出
陣
を
励
ま
す
と
、
無
人
・
三
平
親
子
は

未
明
に
決
行
さ
れ
た
吉
良
邸
討
入
り
に
も
斥
候
し
周
辺
警

護
に
あ
た
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
無
人
は
以
前
か
ら
こ
の
度

の
義
挙
に
加
え
て
も
ら
お
う
と
進
言
も
し
て
い
た
が
、
弥
兵

衛
に
丁
重
に
断
わ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
、
無
人
と
三
平
は
浪

人
の
身
で
あ
っ
た
が
、
郷
右
衛
門
に
つ
い
て
は
弘
前
津
軽
家

の
家
臣
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
討
入
り
へ
の
同
道
を
遠
慮

し
て
い
る
。

無
人
は
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
江
戸
櫻
田
の
主
家
長
屋

に
生
ま
れ
る
。
浅
野
長
重
、
長
直
の
二
代
に
仕
え
、
そ
の
後

江
戸
か
ら
赤
穂
に
移
り
暮
ら
し
て
い
た
が
、
在
任
中
の
御
役

目
に
納
得
出
来
な
い
こ
と
が
あ
る
と
し
て
、
一
通
の
書
「
我

が
意
趣
」
を
残
し
自
ら
進
ん
で
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
九

月
二
日
に
浅
野
家
か
ら
離
れ
浪
人
し
て
い
る
。
赤
穂
を
立
ち

退
く
と
大
阪
を
経
由
し
て
江
戸
に
出
た
あ
と
は
転
々
と
し

た
の
ち
に
近
江
国
大
津
に
移
り
住
ん
だ
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た

の
が
長
男
郷
右
衛
門
で
あ
る
。
童
名
は
靏
松
丸
、後
に
金
彌
、

與
市
郎
、
郷
右
衛
門
、
荘
司
と
改
め
、
諱
も
延
貞
、
武
朝
、

與
親
、
良
戒
、
良
麿
と
生
涯
何
度
も
改
め
て
い
る
。

無
人
の
父
大
石
八
郎
兵
衛
が
大
石
瀬
左
衛
門
の
祖
父
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
郷
右
衛
門
三
平
兄
弟
は
大
石
瀬
左
衛
門

と
は
従
兄
弟
で
あ
る
。
こ
の
関
係
性
は
瀬
左
衛
門
の
親
類
書

で
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
八
郎
兵
衛
の
兄
が
大
石
内
蔵
助

良
勝
（
良
雄
の
曽
祖
父
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
無
人
親
子
は

大
石
内
蔵
助
と
も
親
戚
関
係
に
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
大
石
家

系
図
を
参
照
。
そ
の
た
め
彼
等
は
す
で
に
浅
野
家
家
臣
で
は

な
か
っ
た
も
の
の
元
禄
赤
穂
事
件
に
関
連
し
て
随
所
に
そ

の
名
前
が
登
場
す
る
。
そ
の
関
係
性
を
示
す
か
の
よ
う
に
、

大
石
内
蔵
助
は
泉
岳
寺
に
引
き
揚
げ
た
際
に
、
自
ら
所
持
し

て
い
た
呼
子
の
笛
に
添
状
を
付
け
て
無
人
・
三
平
の
親
子
に

贈
っ
て
い
る
。

郷
右
衛
門
は
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）、
近こ
の
え
も
と
ひ
ろ

衞
基
熈
の

斡
旋
に
よ
り
弘
前
津
軽
家
に
新
知
二
百
石
を
賜
り
小
姓
組

頭
と
し
て
仕
官
す
る
。
こ
こ
に
郷
右
衛
門
を
初
代
と
す
る

津
軽
大
石
家
が
誕
生
す
る
と
順
調
に
加
恩
を
続
け
四
百
石

の
用
人
へ
と
出
世
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
享
保
十
三
年(

一
七
二
八)

同
家
家
老
ら
と
の
不
和
か
ら
浪
人
す
る
。
そ
の

家
老
に
つ
い
て
は
『
大
石
家
系
図
正
纂
』
の
良
麿
傳
に
詳
し

い
。

　

奸
曲
ノ
家
老
両
人
ト
良
麿
心
中
不
和
タ
ル
ニ
依
テ
也

〔
是
レ
偏
ニ
私
意
ヲ
以
テ
セ
ズ
、
政
務
ニ
就
イ
テ
止
ム
得

ザ
ル
所
ナ
リ
、
其
ノ
奸
侫
邪
曲
ノ
者
、
一
人
ハ
津
軽
校

尉
ト
云
イ
、
弘
前
ニ
在
リ
、
一
人
ハ
佐
藤
帯
刀
ト
云
イ
、

弘
前
ニ
在
リ
、
校
尉
ハ
明
年
二
月
朔
日
、
急
死
、
病
死
ト

モ
、
横
死
ト
モ
云
フ
、
不
忠
不
義
ノ
積
悪
密
謀
ノ
冥
罪
タ

ル
哉
、
帯
刀
ハ
元
文
二
、六
、三
、
家
老
役
召
シ
放
サ
レ
、

先
年
賜
フ
所
ノ
稱
號
及
ビ
一
字
、
家
紋
等
取
上
ゲ
、
閉
門
、

驕
奢
、
不
義
甚
シ
キ
故
也
、
同
月
廿
六
日
、
閉
門
赦
免
、

知
行
三
千
石
取
放
チ
四
男
ニ
新
知
五
百
石
ヲ
賜
フ
、
九
月

十
日
、
帯
刀
ハ
急
ニ
病
死
〔
實
ハ
自
滅
ト
云
ウ
〕
天
罰

ノ
然
ラ
シ
ム
ル
所
カ
、
良
麿
ハ
同
年
潤
十
一
月
十
九
日
、

歸
参
〕

上
司
に
あ
た
る
津つ
が
る
こ
う
い

軽
校
尉
と
佐さ
と
う
た
て
わ
き

藤
帯
刀
の
両
家
老
を

奸か
ん
ね
い侫
邪じ
ゃ
き
ょ
く
曲
ノ
者
（
奸
侫
と
は
心
が
曲
が
っ
て
い
て
悪
賢
く
人
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に
媚
び
諂
う
。
邪
曲
と
は
心
が
捻
く
れ
て
素
直
で
な
い
こ

と
）
と
筆
誅
し
、
両
者
の
悲
惨
な
末
路
を
書
き
留
め
て
い

る
。
一
方
の
郷
右
衛
門
は
約
十
ヶ
年
の
浪
人
生
活
を
経
て
元

文
二
年(
一
七
三
七)

に
再
び
弘
前
津
軽
家
に
帰
参
が
叶
っ

て
い
る
。
そ
の
後
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
七
十
二
歳

の
時
に
新
知
二
百
石
を
賜
り
取
次
役
と
な
る
。
寛
延
二
年

（
一
七
四
九
）
に
伜
郷
右
衛
門
良
任
に
家
督
を
譲
り
隠
居
す

る
と
翌
寛
延
三
年
（
一
七
四
九
）
八
月
三
日
に
江
戸
で
没
す
。

享
年
八
十
三
歳
、
法
号
は
荘
入
院
一
乗
寂
夢
居
士
。
父
無
人

と
も
ど
も
長
生
き
の
家
系
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
良
麿
を
弘
前
津
軽
家
に
斡
旋
し
た
近
衞
基
熈

と
は
、
近
衞
家
二
十
一
代
当
主
の
公
卿
の
こ
と
で
、
生
涯
書

き
続
け
た
日
記
『
基
熈
公
記
』
の
中
に
浅
野
内
匠
頭
に
よ
る

吉
良
上
野
介
へ
の
刃
傷
事
件
、
い
わ
ゆ
る
松
之
廊
下
事
件
を

「
珍
事
々
々
」
と
記
し
た
人
物
で
あ
る
。

池
上
駅
を
出
発
し
た
一
行
は
本
行
寺
に
到
着
。

目
指
す
津
軽
大
石
家
の
墓
域
は
本
堂
右
奥
の
階
段
を
登

っ
た
斜
面
中
腹
に
あ
る
が
、
広
大
な
墓
地
に
そ
の
位
置
を
示

す
案
内
看
板
等
は
一
切
見
当
た
ら
ず
判
り
づ
ら
い
。
墓
域
に

辿
り
着
く
と
そ
こ
は
区
画
が
は
っ
き
り
と
し
な
い
も
の
の

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
六
基
の
墓
石
が
寄
り
添
う
よ
う
に
建

っ
て
お
り
、
何
れ
も
墓
石
正
面
に
は
大
石
家
の
家
紋
で
あ
る

二
ツ
巴
と
そ
の
下
に
戒
名
が
彫
ら
れ
、
側
面
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
行
跡
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
ど
の
墓
石
も
そ
れ
ほ
ど
風
化
が

進
ん
で
な
い
こ
と
か
ら
十
分
に
判
読
可
能
で
、
墓
石
に
刻
ま

れ
た
戒
名
か
ら
、
こ
の
墓
域
に
は
無
人
の
室
、
郷
右
衛
門
良

麿
夫
妻
、
そ
の
伜
郷
右
衛
門
良
任
夫
妻
な
ど
十
二
名
が
眠
っ

て
い
る
こ
と
が
判
る
。
墓
石
の
詳
細
な
位
置
関
係
や
該
当
者

に
つ
い
て
は
津
軽
大
石
家
墓
域
図
を
参
照
さ
れ
た
い
。

昭
和
二
十
八
年
十
二
月
五
日
、
当
会
役
員
で
元
禄
赤
穂
事

件
研
究
の
第
一
人
者
で
も
あ
っ
た
故
井
筒
調
策
理
事
が
同

地
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
そ
れ
ま
で
長
年
所
在
不
明
で

あ
っ
た
無
人
夫
人
や
郷
右
衛
門
夫
妻
の
墓
を
発
見
し
、
そ
の

時
の
感
動
を
直
後
の
当
会
会
報
に
寄
稿
し
て
い
る
。

そ
の
墓
域
内
に
お
い
て
、
無
人
お
よ
び
郷
右
衛
門
・
三
平

兄
弟
の
事
績
や
大
石
家
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
津
軽
大
石
家

と
堀
部
親
子
と
の
交
流
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
た
。

何
と
言
っ
て
も
特
筆
す
べ
き
は
、『
大
石
家
系
圖
正
纂
』
の

大
石
良
總
傳
に
よ
る
と
、
吉
良
邸
討
入
り
に
三
平
（
討
入
り

当
時
二
十
八
歳
）
と
共
に
斥
候
し
た
無
人
は
、
か
つ
て
仕
え

た
浅
野
長
直
公
よ
り
拝
領
し
た
小
手
腰
当
を
着
け
一
人
気

を
吐
き
、
武
装
し
て
吉
良
家
門
前
に
駆
け
つ
け
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
時
無
人
は
義
士
最
年
長
の
堀
部
弥
兵
衛
と
同

じ
七
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
江
戸
に
在
り
、
当
時
の

平
均
寿
命
を
遙
か
に
凌
ぐ
八
十
六
歳
の
天
寿
を
全
う
し
て

い
る
。

良
麿
の
ひ
孫
に
あ
た
る
良よ
し
な
り遂
以
降
は
主
君
の
津
軽
家
と

縁
が
あ
る
弘
前
本
行
寺
（
青
森
県
弘
前
市
新
寺
町
）
を
菩
提

寺
に
し
て
代
々
継
承
さ
れ
て
い
た
が
、
偶
然
に
も
同
寺
を
菩

提
寺
と
す
る
当
会
会
員
の
情
報
に
よ
る
と
、
近
年
津
軽
大
石

家
の
墓
石
は
他
所
に
移
転
さ
れ
、
現
在
墓
域
は
更
地
に
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

続
い
て
本
行
寺
本
堂
奥
に
あ
る
日
蓮
聖
人
入
滅
の
地
『
ご

臨
終
の
間
』
を
見
学
し
た
。

こ
の
地
は
も
と
も
と
池
上
一
帯
を
支
配
し
て
い
た
豪
族

池
上
宗
仲
の
公
邸
跡
で
、
宗
仲
は
熱
心
な
日
蓮
聖
人
の
信
徒

で
も
あ
っ
た
。
日
蓮
聖
人
は
入
山
し
て
い
た
身
延
山
久
遠
寺

（
山
梨
県
身
延
町
）
で
迫
り
来
る
自
己
の
死
を
悟
る
と
、
両

親
の
墓
参
を
兼
ね
常
陸
の
国
の
温
泉
場
に
向
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
途
中
で
さ
ら
に
衰
弱
が
進
み
、
池
上
氏
の
館
に
暫
く

逗
留
し
て
い
た
が
程
な
く
し
て
亡
く
な
っ
た
。

『
ご
臨
終
の
間
』
は
日
蓮
聖
人
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

仏
間
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
入
滅
す
る
ま
で
の
約
一
ヶ
月

間
、
多
く
の
弟
子
に
講
義
を
さ
れ
た
場
所
で
も
あ
る
。
こ

の
『
ご
臨
終
の
間
』
は
東
京
都
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

日
中
は
自
由
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
堂
に
は
日
蓮
聖

人
が
講
義
の
際
に
寄
り
掛
か
っ
た
と
さ
れ
る
柱
の
一
部
が

保
存
さ
れ
て
お
り
、
今
で
も
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
堂
の
廊
下
を
伝
っ
て
裏
手
に
広
が
る
池
を
配
し
た
見
事

な
庭
園
を
拝
見
し
本
行
寺
を
あ
と
に
し
た
。

そ
の
後
、
有
志
等
で
隣
接
す
る
池
上
本
門
寺
の
墓
域
を
訪

ね
、
元
禄
赤
穂
事
件
と
も
所
縁
の
あ
る
細
川
綱
利
室
、
上
杉

綱
憲
室
や
昭
和
の
ヒ
ー
ロ
ー
力
道
山
、
元
自
由
民
主
党
副
総

裁
大
野
伴
睦
、
政
財
界
の
フ
ィ
ク
サ
ー
な
ど
と
も
呼
ば
れ
ロ

ッ
キ
ー
ド
事
件
で
も
知
ら
れ
る
児
玉
誉
士
夫
な
ど
著
名
人

の
墓
を
参
拝
し
今
回
の
愛
好
会
は
終
了
し
た
。

中
央
義
士
会

　

副
理
事
長
　
　

冨
　
岡
　
　
克

東
京
都
中
央
区
在
住
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津軽大石家墓域

令和２年９月１９日の参加者
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編 

集 

後 

記

　

今
年
は
、
世
界
的
に

も
当
会
に
と
っ
て
も
大

変
な
一
年
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
百
年
以
上

行
っ
て
き
た
泉
岳
寺
で

の
、
当
会
主
催
の
赤
穂

義
士
顕
彰
も
中
止
と
な

り
、
泉
岳
寺
主
催
の
法

要
だ
け
と
な
っ
た
。
ま

た
、
当
会
の
理
事
長
も

交
代
し
た
。

　

元
禄
赤
穂
事
件
は
、

現
代
風
に
い
う
と
パ
ワ

ハ
ラ
が
原
因
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
パ
ワ
ハ
ラ

を
研
究
し
て
い
る
団
体

で
パ
ワ
ハ
ラ
と
は
驚
き

で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

パ
ワ
ハ
ラ
は
、
加
害
者

に
は
そ
の
意
識
は
な
い

の
で
や
っ
か
い
な
の
で

す
が
。

　
　

編
集　

荻
原　

栄

　
　

校
正　

松
岡
康
彦

　
　
　
　
　

進
藤　

務

　
　

印
刷　
㈱
正
大
印
刷
社

新
入
会
員

 

青
木
宣
男　

     

北
広
島
市

 

沖
田
叙
男　
　

 

練
馬
区

 

海
老
澤
有
希
子　

足
立
区

 

野
本
好
朗　
　

 

三
鷹
市

 

小
泉　

敦　
　

 

港　

区

中
央
義
士
会

　

専
務
理
事
　
　

柿
　
崎
　
輝
　
彦

何
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。

〇
九
〇
ー
二
三
八
五
ー
三
二
二
四

横
浜
市
北
区
在
住

中
央
義
士
会

　

常
務
理
事
　
　

荻
　
原
　
　
栄

中
央
義
士
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は　

http://w
w

w
.chuushingura.net/　

で
す
。

又
は
、
中
央
義
士
会
で
検
索
し
て
下
さ
い
。

健
康
で
す
、
テ
ニ
ス
を
し
ま
す
！

　
高
松
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　

オ
ー
ナ
ー
　
上
原
益
雄

　
中
央
義
士
会
　
評
議
員

　
東
京
都
練
馬
区
在
住

総
合
建
設
業

　
　

株
式
会
社　

西
山
開
発

　

代
表
取
締
役
　
　

西
　
山
　
裕
　
司

岡
山
県
倉
敷
市
在
住

年　月　日 項　　　　目 備　　　　考

R3.3.7 第１２０回　月一勉強会 新橋

3.14 愛好会　引揚げコースを歩く　両国－泉岳寺 柿崎専務理事他

4.11 第１２１回　月一勉強会 新橋

4.16 日本消防会館新築碑文案作成・日本消防協会へ送付 荻原常務理事

5.9 第１２２回　月一勉強会 新橋

5.30 理事会　中島理事長退任 新橋

6.13 第１２３回　月一勉強会 新橋

6.18,19 小野寺丹　歌碑建立　京都林昌院 冨岡理事長代理

7.7 亀岡家と懇談 柿崎・荻原

7.11 第１２４回　月一勉強会 新橋

7.31 理事会 新橋

8.11 理事会 新橋

8.22 理事会・福本日南翁墓参・泉岳寺と懇談 泉岳寺・月島

9.5 理事会 港区リーブラ

10.10 第１回忠臣蔵倶楽部 泉岳寺・切腹地清掃他

11.7 第２回忠臣蔵倶楽部 泉岳寺・切腹地清掃他

12.5 第３回忠臣蔵倶楽部 泉岳寺

12.11,12,14 切腹地公開　会報 No73 発行 旧細川家下屋敷跡

令和３年　中央義士会　業務報告
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